
私たちの南山城村の魅力を伝えよう
　3月12日（火）南山城小学校６年生13名が、総合学習の
一環として、道の駅お茶の京都みなみやましろ村で来場者
に、パワーポイントや手作りのパンフレットを使い説明をお
こないました。また村で作られた茶葉を使って淹れたお茶
と市販のお茶の飲み比べとともに、パウンドケーキをふるま
い、村の魅力を知ってもらいました。

第１回わづか文化サークル発表会
　２月23日（金・祝）～ 25日（日）の３日間、和
束町体験交流センターにて、「第１回 わづか文
化サークル発表会」が開催されました。本発表
会は、和束町内のサークルが日頃の活動を発表
する場として新たにスタートし、今回が第１回
目の実施となりました。
　初日は、コーラスやマンドリンの発表から始
まり、２日目以降は、囲碁体験・金星や黒点の
観測・呈茶の振る舞いなどを各サークルが実施
し、作品展示には和束保育園・和束小学校・和
束中学校・個人の方からもご参加いただき、約
170名の来場により、大盛況の３日間となりま
した。

和束町史編さんだより
 第22回 和束の俳諧

　『鷲峰山奉額発
ほっ

句
く

集』と題された、幕末に作られた句集があります。発句とは、現在の俳句のことです。
発句を書き並べた額を作成し、金胎寺に奉納したのでしょう。発起人として「慈弓」の名前が見えます。慈
弓は、釜塚の田中清左衛門の俳号です。田中清左衛門家は、関屋の屋号で知られる茶商で、幕末には横浜、
明治以降には神戸にも出店しています。
　この発句集に句を寄せたのは、人形浄瑠璃でも知られる澤樹徳兵衛こと一朝や、辻家の蝶楽などの和束
の人々だけでなく、瓶原、伏見、難波や堺などの俳句をたしなむ人たちです。
　では、彼らの句を紹介しましょう。
　　引初（挽初）や　いつち目出たひ　歌一つ　　　　慈弓
　　泡のたつ　やうに鳴だす　蛙かな　　　　ユブネ白雀
　　傘よけて　聞や遠音の　時鳥（ほととぎす）　　　一朝
　　好

よ

き月や　心の合ふた　人の来る　　　　　　　蝶楽
　本書以外にも町内には多くの句集が残されていて、江戸時代後期から明
治にかけて、和束では俳句が盛んだったことがわかります。その背景には、
茶業による経済的な発展があったものと推察されます。
問相楽東部広域連合教育委員会生涯学習課
　和束町史編さん室　☎ 0774・74・8952
　　HP https://www.union.sourakutoubu.lg.jp（和束町史編さん室） 鷲峰山奉額発句集

一人一人丁寧に説明をおこなう６年生たち

発表を最後まで親切に聞
いてもらい嬉しかった。

取り組みにあたって
工夫したことは。QQ

質問形式で、聞いて
もらうだけになら
いように工夫した。

村の魅力を伝えるために９月
から準備してきた。今回の目
的を来場者に伝えることは大
変だったが、楽しかった。

AA

お茶以外の特産品や自
然を知ってもらえるよ
うな資料を作成した。

今日一日おこなった
感想は。QQ AA

実際にお茶を飲んでも
らって、村の良さを知っ
てもらえてよかった。
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安心安全
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令和5年度 消防庁長官定例表彰および第76回日本消防協会定例表彰等の伝達式

　３月14日（木）、相楽会館大ホールにおいて、令和5年度消防庁長官定例表彰および第76回日本消防協会定例表
彰等の伝達式がおこなわれました。
　伝達式では、下記のみなさんが受章されました。

＜笠置町消防団＞
　　第76回日本消防協会定例表彰
　　　精績章　　　　　笠置町消防団　　副分団長　木　村　宣　明
　　　勤続章　　　　　笠置町消防団　　団　員　　鈴　木　慶　一
＜南山城村消防団＞
　　消防庁長官定例表彰
　　　永年勤続功労章　南山城村消防団　分団長　　德　田　直　樹
　　第76回日本消防協会定例表彰
　　　精績章　　　　　南山城村消防団　副団長　　蛭　川　　　尚

令和６年度府民相談日

所京都府木津総合庁舎第３会議室　　問京都府山城広域振興局木津地域総務防災課　☎0774・72・0051

交　通　事　故 人　権　特　設

備考
◇毎月　第２木曜日　午前９時～午後４時30分
◇�受付は午後４時まで
◇午後開始は１時から

◇奇数月　第３木曜日　午後１時～４時
◇�受付は午後３時30分まで

交通事故 人権特設 相 談 員
  4月 11日
  5月   9日 16日 人権擁護委員
  6月 13日
  7月 11日 18日 人権擁護委員
  8月   8日
  9月 12日 19日 子ども人権委員会委員

交通事故 人権特設 相 談 員
10月 10日
11月 14日 21日 弁護士委員
12月 12日
  1月   9日 16日 人権擁護委員
  2月 13日
  3月 13日 27日 男女共同参画社会推進委員

春の全国火災予防運動週間における相楽中部消防協議会消防訓練

　３月３日（日）、笠置町運動公園からの出火により山林等への延焼危険があるとの想定で、相楽中部消防協議
会（木津川市消防団・笠置町消防団・和束町消防団・南山城村消防団・相楽中部消防本部）による合同の放水訓
練がおこなわれました。
　訓練を通じて、消防本部と消防団で連携を深めることができました。

　各町村消防団では、男女問わず新入団員を随時募集してい
ます。自らが暮らす・働く地域の安心・安全を守るためにと
もに活動してみませんか。
問合せは各町村消防団事務局まで
問笠置町総務財政課　☎0743・95・2301 直
　和 束 町 総 務 課　☎0774・78・3001 直
　南山城村総務財政課　☎0743・93・0102 直

消防団員消防団員
募集中募集中

南山城村消防団
左：蛭川副団長　右：德田分団長
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行政
役場からの手続きや
行事などのお知らせ

第３次広域計画（令和６年度～令和10年度）がスタート（相楽東部広域連合）

　広域計画は、地方自治法の規定に基づき、関係町村の広域事務を総合的かつ計画的に
おこなうため、相楽東部広域連合および関係町村が相互に役割を担い、連絡調整を図り
ながら処理する事項等について定めています。
　この度、策定した第３次広域計画では、今後も大幅に管内人口が減少する推計が示さ
れている中、関係町村や「相楽東部未来づくりセンター」と連携し、広域的な課題に関す
る調査・研究をおこない、その結果、広域連合が処理することによって地域の振興発展、
行政サービスの維持向上につながるものについては、相楽東部広域連合が処理する事務
に追加することも含め、人口減少、少子高齢化をはじめ地域の課題解決に向けた取り組
みを進めていくこととしています。 QＲコードからも

アクセスできます。

相楽東部　広域計画

インフラDX大賞 国土交通大臣賞を受賞（和束町）

　この度、和束町が「インフラDX大賞 国土交通大臣賞」を受賞し、３月
６日（水）、国土交通省にて授与式がおこなわれました。
　インフラDX大賞とは、インフラ分野において、データとデジタル技
術を活用し、建設生産プロセスの高度化・効率化、住民サービスの向上
等につながる優れた取組をおこなっている地方公共団体や建設業者など
を表彰するものです。
　昨年12月に完成した祝橋整備事業において、３次元データ等の活用
による立体的な工事図面の作成、定点カメラ等を活用した遠隔での現場
管理、AIやMR、点群データを活用した出来高検査などをおこない、他
の模範となる大きな成果を挙げた取組であると評価され、今回の受賞と
なりました。

授与式の様子

３次元データによる立体的な工事図面

笠置町長選挙および笠置町議会議員補欠選挙　結果

　任期満了に伴う笠置町長選挙が３月17日（日）に執行され、山本篤志
氏が初当選されました。任期は、令和６年４月１日から令和10年３月
31日までの４年間です。

　◎開票結果
　　　当山本あつし候補　　４６２票
　　　落坂本ひでと候補　　３２０票

　また、無投票となりました笠置町議会議員補欠選挙については、３月
17日（日）に選挙会が開催され、当選人が確定しました。

　◎当 選 人
　　　　山本かつき候補
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令和６年能登半島地震災害義援金を寄附いただきました（南山城村）

　１月29日（月）、カフェセブン様より令和６年能登半島地震災害義援金を寄附いただきました。
　いただいた義援金は日本赤十字社の「令和６年能登半島地震災害義援金」として寄附させていただきました。
　カフェセブンの作田さんによると、１月の土日祝の営業日において、募金箱を設置したところ訪れた方々か
ら計119,876円の募金があったそうです。
　引き続き、各町村役場に募金箱を設置しておりますので、みなさんの温かいご支援をお待ちしております。

人権の花贈呈式（３町村）

　２月22日（木）に笠置小学校と笠置保育所、３月11日（月）に和束保育園と和束小学校、２月26日（月）に南山
城保育園と南山城小学校にて人権の花感謝状授与式をおこない、人権擁護委員の方々より、感謝状と記念品が
贈呈されました。子どもたちが、人権の花を咲かせることで、命の大切さや思いやり、人権についての理解を
深めるよい機会となりました。

石寺景観展望施設駐車場
一時開放のお知らせ（和束町）

　石寺景観展望施設整備工事（1工区）が完了しま
した。
　今後、舗装工事等も控えておりますが、茶の最
盛期を迎えるにあたり観光客の方も最も多い時期
を迎えます。そのため 2工区工事開始までの間は
石寺景観展望施設駐車場を一時開放し、平日・土
日祝問わず駐車していただくことが可能です。ま
た、一時開放にあたりバリケードを設置いたしま
すのでバリケードの先への駐車はご遠慮ください。
　その後、舗装工事等を実施いたしますのでその
際は改めてご協力をよろしくお願いいたします。
問和束町役場地域力推進課
　　☎0774・78・3002 直

南山城保育園和束保育園

南山城小学校

笠置小学校・笠置保育所

和束小学校

茶源郷まつり（和束町）

　３月17日（日）、グリンティ和束の特設会場にて、
茶源郷まつりが開かれました。
　会場内は、模擬店や体験ブース、展示コーナーなど
があり、音楽ステージでは保育園児の歌や、茶源郷
PR大使の歌ステージなど、多くの方にご来場いただ
き、盛り上がりました。
　また、マウンテンバイク体験ブースでは、体験試乗され
た多くのみなさまが楽しんでおられ、大変好評でした。

会場の様子

MTB体験の様子
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固定資産課税台帳の縦覧（３町村）

　みなさんの所有されている土地・家屋・償却資産について、固定資産税のもとになる価格などを決定し、課
税台帳に登録します。
　みなさんの大切な財産について誤りがないか確かめていただくために、各町村役場で課税台帳を縦覧できま
すので、ぜひご利用ください。
縦覧期間

４月１日（月）～ 30日（火）
　午前８時30分～午後５時まで（土・日・祝日および平日の正午～午後１時を除く）
必要なもの �
　縦覧される方は、本人確認書類（運転免許証やマイナンバーカード等）をご持参ください。
　なお、同居家族以外の方で課税台帳の縦覧を希望される場合は所有者の委任状が必要です。

 軽自動車税の減免申請は５月末まで（３町村）

　軽自動車税は毎年４月１日現在で登録のある車両に対して１年分が課税されます。普通自動車のような月割
り課税はおこないません。また、身体障害者の方など軽自動車の減免を受けられる方は、各町村担当窓口で減
免申請をおこなってください。
減免申請受付期間

納税通知書が手元に届いてから５月31日（金）まで
減免申請に必要なもの

運転免許証、身体障害者手帳、軽自動車税納税通知書（５月上旬送付）、車検証
※�転入された方など他府県・他市町村の標識（ナンバープレート）の軽自動車を所有されている方は、標識変更
などの手続をおこなってください。

問笠 置 町 税 住 民 課　☎0743・95・2302 直
　和 束 町 税 住 民 課　☎0774・78・3005 直
　南山城村税住民福祉課　☎0743・93・0103 直

村の賑わいづくり、進んでいます 
（南山城村観光振興事業補助金）

　南山城村では令和２年度から、村の
自然や歴史・産業などの豊かな資源を
活用し、観光振興の効果が期待できる
事業に取り組む団体に、事業費の一部
を補助しています。団体のみなさんの
取組によって、地域における賑わいづ
くりが着実に進んでいます。５年目と
なる今年度も引き続き取組を支援し、
補助事業の受付を４月８日（月）に開
始する予定です。
問南山城村産業観光課
　　☎0743・93・0105 直

村の小中学生に
（合）南山城観光作成の冊子「村を歩こう」が贈られました。

山のテーブル主催の
「料理家・冷水希三子さんの料理会」

南山城村農林産物直売所で開かれた
「いきいきマルシェ」

令和５年度 取組事業（一部）
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まち・むら
topics

令
和
５
年
度

京
都
府
農
業
士
退
任・認
定
式

　
１
月
30
日（
火
）、
京
都
テ
ル
サ
東
館

セ
ミ
ナ
ー
室
で
令
和
5
年
度
京
都
府
農

業
士
退
任
式
お
よ
び
認
定
式
が
お
こ
な

わ
れ
ま
し
た
。
和
束
町
か
ら
は
、
指
導

農
業
士
と
し
て
田
中
洋
平
さ
ん
、
細
井

堅
太
さ
ん
が
、
青
年
農
業
士
と
し
て
藤

岡
慎
也
さ
ん
、
森
本
千
春
さ
ん
が
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

和束町

第
16
回
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
審
査
結
果

　
3
月
14
日（
木
）、「
第
16
回
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」審

査
会
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
今
年
度
は
23
作
品
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
は
、
富
永
良
明
さ
ん（
京

都
府
精
華
町
）の「
春
か
す
み
」、
優
秀
賞
は
朝
日
政
英

さ
ん（
大
阪
市
住
之
江
区
）の「
夜
明
け
の
関
西
本
線
」、

佳
作
は
北
西
孝
司
さ
ん（
京
都
府
木
津
川
市
）の「
お
だ

や
か
な
春
の
笠
置
」、
松
村
勝
弘
さ
ん（
京
都
府
城
陽

市
）の「
も
み
じ
公
園
」、
ま
た
審
査
員
特
別
賞
と
し
て

塩
見
芳
隆
さ
ん（
京
都
市
南
区
）の「
春
の
キ
ャ
ン
プ
場
」

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
応
募
作
品
は
、
笠
置
町
産
業
振
興
会
館
及
び
笠
置
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
4
月
1
日（
月
）～
30
日（
火
）ま
で

掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

笠置町

寄附企業のご紹介
法 人 名　株式会社水処理管理センター
本 社　大阪市北区南森町1丁目4番10号
事 業 内 容　浄水処理装置の維持管理 等
寄附年月日　令和6年2月14日
寄 附 額　10万円
寄附対象事業　保育所運営事業

　

株
式
会
社
Ｊ
．Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
様
・
株
式
会
社
水
処
理
管
理
セ
ン

タ
ー
様
か
ら
、企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用
し
て
ご
寄
附
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
賜
り
ま
し
た
ご
支
援
を
糧
に
、
こ
れ
か
ら
も
本
村
発
展
の
た

め
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

株
式
会
社
J
．C
O
N
S
I
S 

様
・
株
式
会
社
水
処
理
管
理
セ
ン
タ
ー 

様

寄附企業のご紹介
法 人 名　株式会社J.CONSIS
本 社　名古屋市西区牛島町6番1号
事 業 内 容　建設コンサルタント
寄附年月日　令和6年2月9日
寄 附 額　30万円
寄附対象事業　企画推進事業

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税 

寄
附
企
業
の
ご
紹
介

南山城村

【最優秀】富永良明（とみながよしあき）春かすみ

【優秀】朝日政英（あさひまさひで）夜明けの関西本線
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 『
大
人
の
英
会
話
教
室
』

●
和
束
町
教
室

日
4
月
15
日（
月
）

　
　
午
後
7
時
30
分
〜
8
時
40
分

所
和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
会
議
室

講�

セ
バ
ス
チ
ャ
ン
・
コ
ド
ソ
先
生

対�

和
束
町
在
住
の
高
校
生
以
上
の
方

問�

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

●
笠
置
町
・
南
山
城
村
教
室

日
4
月
10
日（
水
）・
24
日（
水
）

　
　
午
後
7
時
～
8
時
30
分

所�

や
ま
な
み
ホ
ー
ル

講�

ア
イ
バ
ン・
カ
ー
バ
ハ
ル
先
生

対��

笠
置
町・
南
山
城
村
在
住
の
高
校
生

以
上
の
方

問�

教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
☎
0
7
4
3
・
95・
2
7
2
6

　
教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　

�　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
5
8
0

 『
健
康
体
操
教
室
』

日
4
月
11
日（
木
）

　
　
午
後
1
時
30
分
～
3
時

所
つ
む
ぎ
て
ら
す
ホ
ー
ル

講
西
垣　
喜
美
代
さ
ん

問�

教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
7
2
6

講
座

 『
親
と
子
の
茶
道
教
室
』	

●
和
束
町
教
室

日
4
月
20
日（
土
）

　
　

�

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

所�

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
和
室

講
中
井　
薫
さ
ん

対�

和
束
町
在
住
の
小
中
学
生
と
そ
の
保

護
者
。
子
ど
も
だ
け
、
大
人
だ
け
の

受
講
も
可
。

期�

受
講
申
し
込
み
は
5
日
前
ま
で
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

費�

水
屋
費（
抹
茶
・
菓
子
代
等
）

　
5
0
0
円

問
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

●
南
山
城
村
教
室

日
4
月
13
日（
土
）

　
　

�

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

所�

や
ま
な
み
ホ
ー
ル
和
室

講
菅
瀬　
操
仙
さ
ん

対�

笠
置
町
と
南
山
城
村
在
住
の
小
中
学

生
と
そ
の
保
護
者

　
※�

受
講
を
ご
希
望
の
方
は
お
気
軽
に

左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

費�

水
屋
費（
抹
茶
・
菓
子
代
等
）

　
5
0
0
円

問
教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
5
8
0

受
講
資
格�

　
◇�

相
楽
地
域
在
住
・
在
勤
の
高
校
生

以
上

　
◇�

後
期
か
ら
受
講
の
場
合
は
、
過
去

に
前
期
を
修
了

費�

無
料（
た
だ
し
テ
キ
ス
ト
代
等
は
実

費
負
担
）

　

�

テ
キ
ス
ト「
手
話
を
学
ぼ
う 

手
話
で

話
そ
う
」
3
3
0
0
円（
税
込
）

定
先
着
15
人　
　

申�

は
が
き
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
①
～
⑥
を

記
入
し
、
事
務
局
ま
で

　

�

①
氏
名（
ふ
り
が
な
）、
②
郵
便
番
号

・
住
所
、
③
年
齢
、
④
手
話
学
習
経

験
の
有
無
、
⑤
連
絡
が
つ
く
連
絡
先

（
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
）、
⑥
笠
置
町
・
和

束
町
・
精
華
町
・
南
山
城
村
・
木
津

川
市
以
外
に
在
住
の
場
合
、
勤
務
先

ま
た
は
通
学
先

期
4
月
8
日（
月
）～
25
日（
木
）

　
※�

定
員
に
な
り
次
第
募
集
を
締
切
り

ま
す

申
・�

問�

　

�

〒
６
１
９
―

０
２
１
４　

木
津
川
市

木
津
上
戸
15
番
地

　

�

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー
内

　
「
相
楽
手
話
教
室
」事
務
局

　
　
☎
0
7
7
4
・
75
・
2
0
3
0

　
　
ＦＡＸ
0
7
7
4
・
72
・
6
8
6
2

大
人
も
Wa
k
u
Wo
r
k
体
験
事
業

 『
楽
ら
く
ス
ケ
ッ
チ
体
験
教
室
』

日
4
月
22
日（
月
）

　
　
午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

所�

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

講�

小
田　

茂
さ
ん
（
ス
ケ
ッ
チ
工
房　

主
宰
）

費�

6
0
0
円（
講
習
料
+
材
料
費
）

　
※
画
材
持
ち
込
み
の
場
合
1
0
0
円

対�

３
町
村
在
住
、
在
勤
の
18
歳
以
上
の

方（
高
校
生
除
く
）

定
10
人　
　

持�

対
象
物（
自
分
の
描
き
た
い
も
の
を

持
参
）（
画
材
・
用
紙
等
は
準
備
し

ま
す
）

期
4
月
8
日（
月
）～
17
日（
水
）

問�

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

２
０
２
４
年
度
相
楽
手
話
奉
仕
員
養
成
事
業

 『
手
話
教
室
』	

日
前
期
・
入
門
編

　
5
月
16
日
～
8
月
29
日

　
※
休
講
日　
8
月
15
日

　
後
期
・
基
礎
編

　
９
月
12
日
～
1
月
30
日

　
※
休
講
日　
12
月
26
日
・
1
月
2
日

　
い
ず
れ
も
、
毎
週
木
曜
日

　
　
午
後
7
時
～
9
時

所�

木
津
川
市
山
城
支
所
別
館
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人
権・
行
政
相
談（
笠
置
町
）

日
4
月
16
日（
火
）

　
　
午
後
1
時
30
分
～
4
時

所�

産
業
振
興
会
館　
1
階
研
修
室

問�

笠
置
町
人
権
啓
発
課（
人
権
）�

　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
1
4
0
直

　
笠
置
町
総
務
財
政
課（
行
政
）

　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
1
直

行
政
相
談（
和
束
町
）

日
4
月
2
日（
火
）・
5
月
7
日（
火
）

　
　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

所
和
束
町
役
場　
第
1
相
談
室

問�

和
束
町
総
務
課

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
3
0
0
1
直

人
権
相
談（
和
束
町
）

日
4
月
26
日（
金
）

　
　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時

所�

和
束
町
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問�

和
束
町
人
権
啓
発
課

　
（
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
3
4
8
8

人
権・行
政・困
り
ご
と
相
談（
南
山
城
村
）

日
4
月
22
日（
月
）

　
　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

所�

役
場
会
議
室

相
談

問�

南
山
城
村
総
務
財
政
課

　
　
☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２
直

無
料
法
律
相
談（
南
山
城
村
）

日
4
月
22
日（
月
）

　
　

�

午
後
1
時
30
分
～
5
時

　
　
（
相
談
時
間
は
30
分
）

所�

役
場
会
議
室

問�

・
予�

　
南
山
城
村
総
務
財
政
課

　
　
☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２
直

※�

無
料
法
律
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要

で
す
。
事
前
予
約
は
4
月
19
日（
金
）

午
後
5
時
ま
で
受
付
け
て
い
ま
す
。

健
康
相
談（
笠
置
町
）

時�

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

問�

笠
置
町
保
健
福
祉
課

　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
3
直

健
康
相
談（
南
山
城
村
）

時�

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

実
施
日

場　
所

4
月
16
日（
火
）
飛
鳥
路
区
集
会
所

4
月
24
日（
水
）
つ
む
ぎ
て
ら
す

4
月
26
日（
金
）
笠
置
会
館

実
施
日

場　
所

4
月
17
日（
水
）
本
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

4
月
19
日（
金
）
童
仙
房
公
民
館

4
月
26
日（
金
）
高
尾
公
民
館

問�

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
2
9
4

就
職
相
談
会

（
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
方
の
相
談
会
）

日
4
月
17
日（
水
）

　
　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

所�

し
ょ
う
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
「
あ
ん
」

　
木
津
川
市
木
津
駅
前
1
―
10

　
（�

J
R
木
津
駅
西
口 

ロ
ー
タ
リ
ー
前
）

費�

無
料	

問�

同
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
7
7
4
・
71
・
0
7
0
1

　
　
FAX
0
7
7
4
・
71
・
0
7
0
5

　
※�

相
談
会
の
日
以
外
で
も
、
ご
相
談

を
お
受
け
し
て
お
り
ま
す
。
お
気

軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

き
こ
え
の
相
談
会

　
「
最
近
、
電
話
で
相
手
の
声
が
聞
き

取
り
に
く
い
」
「
騒
が
し
い
場
所
で
の

会
話
が
聞
き
取
り
に
く
く
な
っ
た
。
」

「
補
聴
器
を
使
っ
て
み
た
い
が
…
」
な

ど
耳
の
こ
と
で
悩
ん
で
お
ら
れ
ま
せ
ん

か
。
年
齢
と
と
も
に
、
誰
で
も
耳
が
遠

く
な
っ
て
く
る
も
の
で
す
。
自
分
の
聴

力
が
ど
の
く
ら
い
な
の
か
一
度
、
聴
力

測
定
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

定
期
相
談
会

日
4
月
19
日（
金
）

　
　
①
午
前
10
時
～　
②
午
前
11
時
～

　
　
③
午
後
１
時
～　
④
午
後
２
時
～　

所�

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー
（
相

楽
会
館
内
）

内�

聴
こ
え
に
関
す
る
相
談
、
聴
力
測
定

（�

聴
力
測
定
を
ご
希
望
の
方
は
1
時

間
程
度
）

対��

木
津
川
市
・
相
楽
郡
内
に
お
住
ま
い

で
聴
こ
え
に
不
自
由
を
感
じ
て
お
ら

れ
る
方
と
そ
の
ご
家
族

費�

無
料

申�

お
電
話
ま
た
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
１
週
間

前
ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　
　

�

ご
予
約
の
際
、お
名
前
・
年
齢
・

住
所
・
電
話（
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
）・
相

談
内
容
・
ご
希
望
の
時
間
帯
を
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。申
込
み
が
多

い
場
合
は
、変
更
を
お
願
い
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

問�

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー　

　
　
☎
0
7
7
4
・
75
・
2
0
3
0

　
　
ＦＡＸ
0
7
7
4
・
72
・
6
8
6
2

出
張
が
ん
個
別
相
談

　
『
が
ん
と
診
断
さ
れ
て
頭
が
真
っ
白
』

『
誰
か
に
話
を
聞
い
て
も
ら
い
た
い
』な

ど
、
が
ん
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

を
お
受
け
す
る
窓
口
と
し
て
、
京
都
府

山
城
南
保
健
所
に
て
出
張
相
談
を
お
こ
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南山城村　下記の方より一般寄付金がありました。ご寄付ありがとうございました。
氏名：簗田商店 様　　 寄付金額：5,000円

な
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
5
月
7
日（
火
）

　
　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

所�

京
都
府
山
城
南
保
健
所

相�

京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
の
保
健
師
ま
た
は
看
護
師

費�

無
料

予�

実
施
日
の
前
日
午
後
4
時
ま
で
に
左

記
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
へ
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

　

�

京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
（
京
都
市
南
区
東
九
条
下
殿
田
町

43
メ
ル
ク
リ
オ
京
都
２
階
）

　
　

0
1
2
0・0
7
8・3
9
4

　
　
　
　
　
　
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

※�

京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
で
は
電
話
お
よ
び
対
面
相
談
を
、

月
～
金（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

の
午
前
9
時
～
正
午
、
午
後
1
時
～

4
時
に
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

こ
ち
ら
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　　
親
子
で
集
ま
り
、
子
育
て
の
情
報
交
換
や

お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
、
集
団
の
中
で
思
い

切
り
遊
べ
る
場
で
す
。
保
育
園
に
入
園
し
て

い
な
い
子
ど
も
を
対
象
に
、
子
育
て
の
仲
間

の
輪
を
ひ
ろ
げ
、
一
緒
に
子
育
て
を
楽
し
み

ま
せ
ん
か
。

子
育
て
支
援
の
お
し
ら
せ

対�

就
園
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
（
3
町
村

い
ず
れ
に
お
住
ま
い
の
方
も
参
加
可
能
）

す
く
す
く
広
場

曜�

毎
週　
水
曜
日

　
　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

　
※
日
に
よ
っ
て
内
容
は
異
な
り
ま
す
。

所�

和
束
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
和

束
保
育
園
内
）

　

�

ど
な
た
で
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。
利

用
に
つ
い
て
は
、
同
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問�
和
束
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
2
1
5
6

ひ
よ
こ
広
場

対�

就
園
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

曜�

毎
週　
月
・
水
曜
日

　
　
午
前
９
時
～
正
午

所�

南
山
城
村

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
機
能
訓
練
室
内
）

リ
ト
ミ
ッ
ク
開
催
日　
4
月
24
日（
水
）

（
予
約
不
要
。
３
町
村
い
ず
れ
に
お
住

ま
い
の
方
も
参
加
可
能
で
す
。）

問�

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
2
9
4

　
こ
の
図
書
館
で
は
、す
べ
て
の
子
ど
も

た
ち
が
読
書
を
楽
し
め
る
よ
う
に
、紙

の
本
だ
け
で
な
く
電
子
書
籍
も
取
り
揃

え
、ハ
ン
モ
ッ
ク
や
映
像
を
使
っ
て
本
の

内
容
を
楽
し
め
る
ス
ペ
ー
ス
な
ど
、本
を

楽
し
む
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
施

す
予
定
で
す
。「
ほ
ん
の
森
」に
こ
ん
な
設

備
が
あ
れ
ば
嬉
し
い
、こ
ん
な
工
夫
が

あ
れ
ば
利
用
し
や
す
い
と
思
う
ア
イ
デ

ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。み
な
さ
ん
が
思

わ
ず
利
用
し
た
く
な
る
よ
う
な
図
書
館

を
目
指
し
て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
ア
ン
ケ

ー
ト
へ
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

伊
賀・山
城
南・東
大
和
定
住
自
立
圏
事
業

救
急・健
康
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
24

�

0
1
2
0
・
4
1
9
9
・
２
２

　
心
と
体
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
24
時

間
体
制
で
お
応
え
し
ま
す
。
通
話
・
相

談
は
無
料
で
す
。

◇�

ご
相
談
内
容
に
応
じ
て
ア
ド
バ
イ
ス

い
た
し
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、

お
名
前
と
年
齢
を
告
げ
て
く
だ
さ
い
。

◇�

ど
こ
か
ら
で
も
笠
置
町
・
南
山
城
村

に
お
住
ま
い
の
み
な
さ
ん
が
無
料
で

相
談
で
き
ま
す
。

◇�

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

助
産
師
外
来
を
始
め
ま
し
た

　

当
院
で
分
娩
予
約
を
し
て
い
る
妊
婦

さ
ん
と
ご
家
族
を
対
象
と
し
て
、４
月

に
助
産
師
外
来
を
開
設
い
た
し
ま
し
た
。

助
産
師
外
来
で
は
、お
腹
の
赤
ち
ゃ
ん
の

エ
コ
ー
を
ゆ
っ
く
り
見
て
頂
い
た
り
、妊

娠
中
に
感
じ
て
お
ら
れ
る
不
安
な
ど
何

で
も
気
軽
に
相
談
し
て
頂
け
ま
す
。私

た
ち
助
産
師
は
、満
足
の
い
く
お
産
は

育
児
の
ス
タ
ー
ト
地
点
と
し
て
、と
て
も

大
切
に
考
え
て
い
ま
す
。ど
の
よ
う
な
お

産
が
し
た
い
の
か
、こ
れ
か
ら
始
ま
る
育

児
を
ど
の
よ
う
に
準
備
し
て
い
く
の
か
、

一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。詳
し
く

は
産
婦
人
科
外
来
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

南
山
城
支
援
学
校
に
図
書
館

「
ほ
ん
の
森
」を
新
設
し
ま
す
。

　
「
ほ
ん
の
森
」
は
、
す
べ
て
の
子
ど

も
た
ち
が
読
書
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
図
書
館

で
す
。
静
か
に
本
を
読
む
の
も
良
し
、

み
ん
な
で
賑
や
か
に
本
を
楽
し
む
の
も

良
し
、
読
書
を
楽
し
め
る
こ
と
が
何
よ

り
大
切
、
そ
ん
な
図
書
館
で
す
。

京
都
山
城
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー 

か
ら
の
お
し
ら
せ

そ
の
他

アンケートは
こちらから
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ベストショット
ボクたち、ワタシたちの

　管内の中学校の卒業式が３月14日（木）、小学校の卒業式が３月19日（火）に開催されました。
　当日は、卒業生が保護者や在校生、先生に温かい拍手で迎えられて入場し、慣れ親しんだ校歌を斉
唱したあと、一人ずつ檀上に上がり、校長先生から卒業証書を受け取りました。
　笠置小４人、和束小24人、南山城小13人、和束中12人、笠置中15人の卒業生は、在校生とともに
今までの思い出を振り返り、大きな感動のもとに学び舎を巣立っていきました。
　卒業生たちが仲間と一緒に過ごした思い出を胸に、これからもより大きく成長してくれることを願
っています。

小中学校卒業式小中学校卒業式

笠置中学校笠置中学校

笠置小学校笠置小学校

和束中学校和束中学校

和束小学校和束小学校

南山城小学校南山城小学校
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【相楽東部広域バス】好評運行中３ 町 村 人 口
人口・世帯数（令和６年３月１日現在）

笠 置 町
☎0743・95・2301
FAX0743・95・2961

人　口 1,108人　
世帯数    578世帯

（減1）
（0）

和 束 町
☎0774・78・3001
FAX0774・78・2799

人　口 3,462人　
世帯数 1,660世帯

（減20）
（減6）
南山城村

☎0743・93・0101
FAX0743・93・3030

人　口 2,434人　
世帯数 1,206世帯

（減6）
（増3）

運行日：毎日
（祝日運行・12月29日〜1月3日は運休）

運　賃：最大300円
◦月ヶ瀬口駅発
８：15 ／ 10：15 ／ 13：40 ／ 15：40

◦加茂駅発
９：15 ／ 11：15 ／ 14：40 ／ 16：40

【運行状況や忘れ物に関すること】 株式会社キタモリ	☎0595・38・1524
【その他の問合せ】 南山城村総務財政課	 ☎0743・93・0102

運行状況確認QRコード

図書室だより ３町村のどなたでも借りられます。
最寄の図書室でリクエストしてください。

笠置町図書室  ☎0743・95・2726 ／和束町体験交流センター図書室  ☎0774・78・4013 ／南山城村図書室  ☎0743・93・0522

☆『おはなしのじかん』のご案内
日４月21日（日）午前10時30分～
所和束町体験交流センター１階ホール

和束町体験交流センター
図書室から

下記の日程は休室します。
笠置町図書室：５月１日（水）～６日（月）
和束町体験交流センター図書室：５月３日（金）
南山城村図書室：５月２日（木）～５日（日）
　上記以外の開室・休室については通常通りとなります。

３町村図書室のゴールデンウィークの
休室日について

「おまえうまそうだな さよならウマソウ」
� 宮西 達也／絵

　野原の真ん中でたおれたティラノサウルス
をちっちゃな子どもを２ひき連れたアンキロ
サウルスが助けてくれました。実は、そのア
ンキロサウルスはなんと…。
　「おまえうまそうだな」の20年後のふたり
を描く、せつない再会の物語。

「アンと幸福」� 坂本 司 ／ 著

「遠火」� 今野 敏 ／ 著

「天災ものがたり」� 門井 慶喜 ／ 著

一般書

児童書

「図書館のぬいぐるみかします」
� シンシア・ロード ／ 著

「おふくさんの１２ヵ月」
� 服部 美法 ／ 著

南
山
城
村

児童書

「家族のレシピ」
�NBS「看取りを支える訪問介護」取材班 ／ 著

　「余命わずか」を宣告された母が、
家族に遺した1冊のレシピノート。
自宅で母を看取った三嶋家を、懸命
にサポートした訪問診療医、家族を
追った報道記者の視点を交えながら
描く。長野放送の番組を元にしたノ
ンフィクション。

「成瀬は信じた道をいく」� 宮島 未奈 ／ 著

「江戸咎人逃亡伝」� 伊東 潤 ／ 著

「�日本全国オトナのごほうびビジホ旅」
� ぴや子 ／ 著

一般書

児童書

「おすしがあるひたびにでた」� 田中 達也 ／ 著

「カチコチれいぞうこだいさくせん」
� ユン・ジョンジュ ／ 著

「放課後ミステリクラブ 金魚の泳ぐプール事件」
� 知念 実希人 ／ 著

和
束
町

一般書

児童書

「おとうさんは１０３さい」� 信友 直子 ／ 著

「まぼろしの巨大クラゲをさがして」
� クロエ・サベージ ／ 著
「そらまめくんのこしょこしょこしょ」
� なかや みわ ／ 著

「東京都同情等塔」� 九段 理江 ／ 著

「八月の御所グラウンド」� 万城目 学 ／ 著

「シャーロック・ホームズの凱旋」森見 登美彦 ／ 著
一般書

「モノのお手入れ・お直し・作りかえ」
� 暮らしの図鑑編集部 ／ 著

　さまざまな生活道具や室内空間をお
手入れし、壊れたところを修繕し、自
分らしく整えていくためのアイデアや
ヒントをまとめる。金継ぎ、ダーニン
グなど新しい価値が生まれる作りかえ
も多数紹介する。

一般書

笠
置
町

編
集

・
発

行
　

相
楽

東
部

広
域

連
合

〒
619-1205 京

都
府
相
楽
郡
和
束
町
大
字
中
小
字
平
田
23番

地
の
1

☎
07
74・

78・
0120

　
FAX
07
74・

78・
0121

広
報
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